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キンギョ卵および精子の室温保存条件

木本巧

雌性発生実験を効率的に行うためには，採取した卵

および精子の活力維持可能な保存時間を知っておく必

要がある。そこで，キンギョ卵および精液を採取後，

室温で保存し，経時的に受精させて正常ふ化率の変化

を調べることにより，その保存条件を検討したので報

告する。

表１正常および異常ふ化率経時変化
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材料と方法

供試卵と精子親魚は雌雄ともに体重2009前後の

ワキンを用いた。卵および精液は１９９０年３月２７日午

前８時頃に採取した。

保存方法卵は成熟した雌親魚から搾出して，食品

保存用のラップフイルム上に受け，そのまま乾燥しな

いように包んで密封した。精液はバイアルびんに受け

て栓を密封し，２０～22℃の室内に保存した。なお，卵

および精液は，採取時および保存時に水に触れないよ

うにした。

受精方法Yamamoto')の媒精液で希釈した精液と

卵をラップフイルム上で受精させた直後，水を張った

シャーレ上に分散させた。受精時刻は，表１に示した

とおりで，受精は６回行った。また，供試卵数に対す

る形態異常仔魚の出現率を異常ふ化率とした。

結果と考察

結果は表ｌおよび図ｌに示したとおりで，正常ふ化

率は採卵から５時間２０分後の１４時までは８０％以上

を維持したが，６時間後の１５時には，71.4％，８時間後

の１６時４０分では4.1％と急激に低下し，ほぼ10時間

後の１８時４０分には0.5％となった。本実験では，排

卵時刻が不明であり，排卵後の経過時間は不明だが，

採卵後５時間を超えた１４時でも正常ふ化率が80％

あったことから，キンギョは排卵確認後すぐに採卵し，

同時に精子も採取，保存することにより，少なくとも

５時間は雌`性発生実験に供せるものと思われた。異常

ふ化率では，正常ふ化率のように時間経過にともなう

大きな変化は認められなかった。しかし，正常ふ化率

が採卵６時間後には急激に低下したことから，発生実

験を行うためには，早朝に採卵した場合には，受精は

午後なるべく早い時間に，できれば午前中に行うこと

が望ましい。また，ラップフイルムで包むことによっ

て，卵および精液は実験終了時まで乾燥せずに保存で

き，受精等の操作上の取扱いも容易であった。

1００

９０

8０

(％)７０

１t６０
率５０

-←正常ふ化率（％）

＋異常ふ化率（％）
4０

０
０
０

３
２
１

文献

採卵時刻 l）Yamamoto,Ｔ・(1944）PhysiologicalstudiesonfertiUzation

andactivationoffishegg-I、Responseofthecorticallayer

ofthｅｅｇｇｓｏｆＯｒｙｚｉａｓﾉatipestoinseminationandartificial

stimulationAnnotZOolJapan.,２２：109-125.

０

８１０１２１４１６１８２０

時刻（時）

図１正常および異常ふ化率の経時変化


